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超域イノベーション博士課程プログラム

Cross-Boundary Innovation Program

専攻分野：文学、人間科学、法学、経済学、応用経済学、経営学、理学、医学、
　　　　　看護学、保健学、 歯学、薬学、臨床薬学、工学、言語文化学、
　　　　　日本語・日本文化、国際公共政策、情報科学、生命機能学、学術
付記する名称：超域イノベーション博士課程プログラム

総合系全分野全分科、人文社会系全分野全分科、理工系全分野全分科、生物系全分野全分科

文学研究科文化形態論専攻、同文化表現論専攻、人間科学研究科全専攻、
法学研究科法学・政治学専攻、経済学研究科全専攻、理学研究科全専攻、
医学系研究科医学専攻、同保健学専攻、歯学研究科全専攻、
薬学研究科全専攻、工学研究科全専攻、基礎工学研究科全専攻、言語文化研究科全専攻、
国際公共政策研究科全専攻、情報科学研究科全専攻、生命機能研究科生命機能専攻

パナソニック株式会社、ダイキン工業株式会社、三菱電機株式会社、株式会社ベネッセコーポレーション、
株式会社キャンサースキャン、株式会社健康都市デザイン研究所、一般社団法人アスリートネットワーク、
独立行政法人国際協力機構

６．
授与する博士学
位分野・名称

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

類型 A ＜オールラウンド型＞

ふじた　きくお

コーディネーター

４．

３．

藤田　喜久雄・教授（大阪大学・工学研究科・機械工学専攻教授）氏名・職名

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな）

（学長）

小林　傳司（大阪大学・理事・副学長（教育担当））

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

９． 専攻等名
（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

８． 主要細目

７． 主要分科

（①

（① （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

氏名・職名

１． 全体責任者

西尾　章治郎（大阪大学・学長）

   　（ふりがな）

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 大阪大学 整理番号 A02

プログラム名称

（③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

（② （③

１１．

　　　　　　　　　　　（機関名：大阪大学      　類型（領域）：オールラウンド型　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）



[公表]

プログラム担当者の構成

人

人

プログラム担当者
現在の専門
学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

%]1.4 10.41 7人 人[ [

計 67 名

外国人の人数 %] 女性の人数

そのうち、他大学等を経験したことのある者 46 人 そのうち、大学等以外に属する者 8

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 85.1

１４．

プログラム実施大学に属する者 57 10

工学研究科・機械工学専攻・教授
未来戦略機構・第一部門長

１５．

人 プログラム実施大学以外に属する者

%]

ﾌｼﾞﾀ ｷｸｵ

（プログラムコーディネーター）

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２８年度における役割)

科学哲学、科学技術社
会論・理学修士

プログラムの責任者、総合計画会議議長

藤田　喜久雄 プログラムの統括、総合計画会議副議長
設計工学・工学博
士

ｻﾄｳ ｺｳｽｹ佐藤　宏介

ﾐﾂﾅﾘ ｹﾝｼﾞ三成　賢次 プログラムの企画と運営、総合計画会議構成員
西洋法史、ドイツ
法・博士（法学）

理事・副学長（総合計画、評価、広報担当）
法学研究科・附属法政実務連携センター・教授
コミュニケーションデザイン・センター・センター長

プログラムの企画と運営、総合計画会議構成員、総務WG
計測工学・工学博
士

基礎工学研究科・システム創成専攻・教授
学際融合教育研究センター・センター長

ﾋﾗｲ ｹｲ平井　啓

プログラムの企画と改善、教務WG
ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｰｽ・博
士（工学）

プログラムの企画と運営、総合計画会議構成員、総務
WG、選抜審査評価WG

行動医学・博士
（人間科学）

経営企画オフィス・准教授

サイバーメディアセンター・教授
教育学習支援センター・センター長ﾀｹﾑﾗ ﾊﾙｵ竹村　治雄

平田　オリザ プログラムの開発と改善、選抜審査評価WG演劇
東京藝術大学・アートイノベーションセンター・特任教
授、大阪大学コミュニケーションデザイン・センター・招
へい教授

ｵｵﾀｹ ﾌﾐｵ大竹　文雄

ﾏｻｷ ﾄｼﾋﾛ正城　敏博 プログラムの企画と改善、選抜審査評価WG
産学連携、知的財
産・博士（工学）

産学連携本部・教授

プログラムの企画と改善、総務WG
労働経済学、行動
経済学・博士（経
済）

社会経済研究所・教授

ﾋﾗﾀ ｵﾘｻﾞ

ｲﾄｳ ﾋﾛﾕｷ伊藤　宏幸 プログラムの開発支援と点検
共同研究開発、技
術経営企画

ダイキン工業株式会社テクノロジー・イノベー
ションセンター　リサーチコーディネーター

米山　雅武 ﾖﾈﾔﾏ ﾏｻﾑ
パナソニック株式会社 採用センター 企画チーム
チームリーダー

グローバル人材育
成、学士(法学)

プログラムの開発支援と点検

福吉　潤

ﾊﾞﾊﾞ ﾅｵﾕｷ馬場　尚征

プログラムの開発支援と点検
ソーシャルマーケティン

グ、アントレプレナーシッ

プ・MBA
株式会社キャンサースキャン　代表取締役ﾌｸﾖｼ ｼﾞｭﾝ

菅　健一 ｽｶﾞ ｹﾝｲﾁ
三菱電機株式会社・先端技術総合研究所開発戦略
部　企画グループ

研究企画(共同研究・国家プ

ロジェクト・海外連携)・博

士（理学）
プログラムの開発支援と点検

大西　靖典

岡本　依子

ｲｶﾞｷ ﾀｶｺ井垣　貴子

テコンドー指導・
学士(人間科学)

都市政策、環境デザイン、

医療福祉計画・修士（都市

政策学）
株式会社健康都市デザイン研究所　代表取締役

一般社団法人アスリートネットワーク　副理事長

プログラムの開発と改善、教務WG
社会人類学・博士
(社会人類学)ﾐﾔﾊﾗ ｷﾞｮｳ グローバルイニシアティブ・センター・教授

プログラムの開発支援と点検

プログラムの開発支援と点検

プログラムの開発支援と点検
教育事業・経営学
士

株式会社ベネッセコーポレーション・大阪支社・
支社長

ｵｶﾓﾄ ﾖﾘｺ

プログラムの開発支援と点検国際交流事業
独立行政法人国際協力機構　関西国際センター・
所長ｵｵﾆｼ ﾔｽﾉﾘ

ﾏﾂﾕｷ ﾃﾙﾏｻ

プログラムの開発と改善、教務WG
日本語教育学、言
語社会学・修士
（言語文化学）

国際教育交流センター・准教授

宮原　暁

ｺﾊﾞﾔｼ ﾀﾀﾞｼ 理事・副学長（教育担当）

プログラムの開発と改善、総務WG、教務WG
アントレプレナー
シップ・M.A.

全学教育推進機構・大学院横断教育部門・准教授松行　輝昌

プログラムの開発と改善上田　晶子 ｳｴﾀﾞ ｱｷｺ 名古屋大学大学院国際開発研究科・准教授
開発学・博士（開
発学）

ｵｵﾀﾆ ｼﾝﾔ大谷　晋也

小林　傳司

　　　　　　　　　　　（機関名：大阪大学      　類型（領域）：オールラウンド型　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）
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１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

ｵﾇｷ ﾕｷｺ グローバルアドミッションズオフィス・特任講師
教育社会学・博士（教
育学）

プログラムの開発と改善

堤　研二 ﾂﾂﾐ ｹﾝｼﾞ 文学研究科・文化形態論専攻・教授
人文地理学・博士（文
学）

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、選抜
審査評価WG主査

人間科学研究科・グローバル人間学専攻・教授
東アジアの高齢者福祉に関

する比較研究・博士（創造

都市）
学生の履修支援と育成

黒木　和彦 ｸﾛｷ ｶｽﾞﾋｺ 理学研究科・物理学専攻・教授
物性物理学理論・博士
(理学)

学生の履修支援と育成

大鹿　健一 ｵｵｼｶ ｹﾝｲﾁ 理学研究科･数学専攻・教授 位相幾何学・理学博士 学生の履修支援と育成

小川　琢治 ｵｶﾞﾜ ﾀｸｼﾞ 理学研究科・化学専攻・教授
有機化学、ナノ化学・
理学博士

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、教務
WG

柿本　辰男 ｶｷﾓﾄ ﾀﾂｵ 理学研究科・生物科学専攻・教授 生物学・博士（理学） 学生の履修支援と育成

今田　勝巳 ｲﾏﾀﾞ ｶﾂﾐ 理学研究科・高分子科学専攻・教授
生体高分子構造・博士
（理学）

学生の履修支援と育成

中嶋　悟 ﾅｶｼﾞﾏ ｻﾄﾙ 理学研究科・宇宙地球科学専攻・教授
地球物理化学・理学博
士

学生の履修支援と育成

金井　好克 ｶﾅｲ ﾖｼｶﾂ 医学系研究科・医学専攻・教授 薬理学，医学博士 学生の履修支援と育成

井上　智子 ｲﾉｳｴ ﾄﾓｺ 医学系研究科・保健学専攻・教授
看護管理学・博士(医
学)

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成

今里　聡 ｲﾏｻﾞﾄ　ｻﾄｼ 歯学研究科・口腔科学専攻・教授
歯科材料学、生体材料
学・博士(歯学)

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、教務
WG

平田　收正 ﾋﾗﾀ ｶｽﾞﾏｻ
薬学研究科・創成薬学・教授
グローバルコラボレーションセンター・センター長

応用環境生物学・博士
(薬学)

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、選抜
審査評価WG

橋本　均 ﾊｼﾓﾄ ﾋﾄｼ 薬学研究科・医療薬学専攻・教授
分子神経薬理学・博士
（薬学）

学生の履修支援と育成

民谷　栄一 ﾀﾐﾔ ｴｲｲﾁ 工学研究科・精密科学・応用物理学専攻・教授
ナノバイオ工学、バイ
オセンサー・工学博士

学生の履修支援と育成

菊地　和也 ｷｸﾁ ｶｽﾞﾔ 工学研究科・生命先端工学専攻・教授
ケミカルバイオロ
ジー・博士(薬学）

学生の履修支援と育成

生越　専介 ｵｺﾞｼ ｾﾝｽｹ 工学研究科・応用化学専攻・教授
有機金属化学・博士
（工学）

学生の履修支援と育成

田中　敏宏 ﾀﾅｶ ﾄｼﾋﾛ 工学研究科・マテリアル生産科学専攻・教授
材料熱力学、界面制御工

学、材料物理化学、資源循

環工学、工学博士

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、選抜
審査評価WG

中谷　彰宏 ﾅｶﾀﾆ ｱｷﾋﾛ 工学研究科・知能・機能創成工学専攻・教授
機械工学、変形体の力
学・博士（工学）

学生の履修支援と育成

金子　真 ｶﾈｺ ﾏｺﾄ 工学研究科・機械工学専攻・教授
ハイパーヒューマン工
学・工学博士

学生の履修支援と育成

藤田　治彦 ﾌｼﾞﾀ ﾊﾙﾋｺ 文学研究科・文化表現論専攻・教授
美学、芸術学・学術博
士

学生の履修支援と育成

檜垣　立哉 ﾋｶﾞｷ ﾀﾂﾔ 人間科学研究科・人間科学専攻・教授
哲学、現代思想・博士
（文学）

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、総合
計画会議構成員、教務WG主査

西森　年寿 ﾆｼﾓﾘ ﾄｼﾋｻ 人間科学研究科人間科学専攻・准教授
教育工学・博士（人間
科学）

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、教務
WG、選抜審査評価WG

浦井　憲 ｳﾗｲ ｹﾝ 経済学研究科・経済学専攻・教授
理論経済学、数理経済
学、経済思想・博士
（経済学）

学生の履修支援と育成

廣田　誠 ﾋﾛﾀ ﾏｺﾄ 経済学研究科・政策専攻・教授
近代日本経済史・博士
（経済学）

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、自己
点検・外部連携WG

河森　正人 ｶﾜﾓﾘ ﾏｻﾄ

現在の専門
学位

役割分担
(平成２８年度における役割)

安部　有紀子

高橋　明男 ﾀｶﾊｼ ｱｷｵ 法学研究科・法学・政治学専攻・教授
法律学（行政法）・修
士

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、総合
計画会議構成員、選抜審査評価WG

ウィラワン ドニ・
ダハナ

ウィラワン　ド
ニ・ダハナ

経済学研究科・経営学系専攻・教授
マーケティング・博士
（経営学）

学生の履修支援と育成

　　　　　　　　　　　（機関名：大阪大学      　類型（領域）：オールラウンド型　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）
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１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２８年度における役割)

尾崎　雅則 ｵｻﾞｷ ﾏｻﾉﾘ 工学研究科・電気電子情報工学専攻・教授 電子工学・工学博士 学生の履修支援と育成

黒崎　健 ｸﾛｻｷ ｹﾝ 工学研究科・環境・エネルギー工学専攻・准教授
原子力工学、環境ｴﾈﾙｷﾞｰ材

料工学・博士（工学） 学生の履修支援と育成、教務WG、履修生支援WG

木多　道宏 ｷﾀ ﾐﾁﾋﾛ 工学研究科・地球総合工学専攻・教授
建築計画、都市デザイン・

博士（工学）

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、総合
計画会議構成員、自己点検・外部連携WG主査

加賀　有津子 ｶｶﾞ ｱﾂｺ
工学研究科・ビジネスエンジニアリング専攻・教
授

建築・都市計画・空間情報

学・博士（工学） 学生の履修支援と育成

田谷　正仁 ﾀﾔ ﾏｻﾋﾄ 基礎工学研究科・物質創成専攻・教授
生物化学工学・農学博
士

学生の履修支援と育成

三宅　淳 ﾐﾔｹ ｼﾞｭﾝ 基礎工学研究科・機能創成専攻・教授
生物物理学、細胞工学、バ

イオエネルギー工学・理学

博士
学生の履修支援と育成

上田　功 ｳｴﾀﾞ ｲｻｵ 言語文化研究科・言語文化専攻・教授 言語学・文学修士
プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、教務
WG

杉田　米行 ｽｷﾞﾀ ﾖﾈﾕｷ 言語文化研究科・言語社会専攻・教授
日米関係、日本医療保険制

度史、アメリカ外交・Ph.D.

(U.S.History)
学生の履修支援と育成

鈴木　睦 ｽｽﾞｷ ﾑﾂﾐ 言語文化研究科・日本語・日本文化専攻・教授
日本語教育学・文学修
士

学生の履修支援と育成

野村　美明 ﾉﾑﾗ ﾖｼｱｷ 国際公共政策研究科・国際公共政策専攻・教授
国際私法、国際取引法、国

際経済法、紛争解決法、

リーダーシップ・法学修士
学生の履修支援と育成

松繁　寿和 ﾏﾂｼｹﾞ ﾋｻｶｽﾞ 国際公共政策研究科・比較公共政策専攻・教授
労働経済学、人事経済学、

教育経済学、キャリアデザ

イン・博士（経済学）

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、総合
計画会議構成員、総務WG主査

日比　孝之 ﾋﾋﾞ ﾀｶﾕｷ 情報科学研究科・情報基礎数学専攻・教授 組合せ論・理学博士 学生の履修支援と育成

森田　浩 ﾓﾘﾀ ﾋﾛｼ 情報科学研究科・情報数理学専攻・教授
オペレーションズ・リサー

チ・博士(工学) 学生の履修支援と育成

萩原　兼一 ﾊｷﾞﾊﾗ ｹﾝｲﾁ
情報科学研究科・コンピュータサイエンス専攻・
教授

ハイパフォーマンスコン

ピューティング・工学博士 学生の履修支援と育成

東野　輝夫 ﾋｶﾞｼﾉ ﾃﾙｵ 情報科学研究科・情報ネットワーク学専攻・教授 情報工学・工学博士 学生の履修支援と育成

土屋　達弘 ﾂﾁﾔ　ﾀﾂﾋﾛ 情報科学研究科・情報システム工学専攻・教授
高信頼システム，博士（工

学） 学生の履修支援と育成

松田　秀雄 ﾏﾂﾀﾞ ﾋﾃﾞｵ 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻・教授
バイオインフォマティク

ス・学術博士

プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成、総合
計画会議構成員、履修生支援WG主査

鬼塚　真 ｵﾆﾂﾞｶ ﾏｺﾄ 情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教授
データベース、ビッグデー

タ分析・博士(工学) 学生の履修支援と育成

山本　亘彦 ﾔﾏﾓﾄ ﾉﾌﾞﾋｺ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授 神経科学・工学博士 プログラムの企画と改善、学生の履修支援と育成

　　　　　　　　　　　（機関名：大阪大学      　類型（領域）：オールラウンド型　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）
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 [公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入してくだ
さい。） 

【概要】 

超域イノベーション博士課程プログラム (以下では、「本プログラム」と称す) では、専門領域、国境、

既成概念、相場観といった、様々な「境域」を超えて社会システムを変革へと導くイノベーションを牽引

し社会のあらゆる方面でトップリーダーとして活躍する人材の輩出を目指している。すなわち、所属研究

科での教育研究を通じて培われる専門力を基盤としつつ、社会での実践のための力量としての汎用力を研

究科横断型・副専攻方式のコースワークにより修得させることにより、未知で複雑で困難な課題の解決を

先導するための超域力を持つ博士人材の育成に取り組んでいる。 

【特色】 

 本プログラムでは、超えるべき境域、すなわち解決すべき課題として、1）専門領域を超える、2) 文字

情報偏重を超える、3) 国境を超える、4) 旧来の思考パターンを超える、5) 科学技術決定論を超える、6) 私

的利益を超える価値観・倫理観、7) 独善的エリート主義を超える、8) 組織を超える、の８つを位置付け

ている。そのもと、超域力を持つ博士人材に求められるアクションとして、(専門を) 究める、(学際領域へ) 

越える、(新機軸を) 創る、(全体像を) 現す、(人々と) 交わる、(組織として) 連なる、(プロセスを) 導く、

(イノベーションに) 挑む の 8 つを具体化した上で、教育すべき内容を究と越に関わる Knowledge、交と

連と導に関わる Skills、創と現と挑に関わる Integration に大別することを基盤として明確化し、一貫した

学位プログラムを整備している。コースワークの内訳は、Integration に直結するコア科目群、Knowledge

に関わる知識・教養系科目群 (人文系、社会科学系、理工系、生命科学系、トランスディシプリナリー系)、

Skills に関わる展開力系科目群 (トランスファラブルスキルズ、研究リテラシー) と実践的英語運用能力の

育成と多言語の修得を図る言語科目群からなるラーニング科目群、課題発見から実践へと展開する各種活

動であるアクティビティ科目群等から構成しており、全 59 科目 (平成 28 年度) を新たな文理統合型教育

として独自に開発・提供している。一連の科目は、研究室エクスプローラーや海外フィールドスタディを

通じた学ぶべき事項や解くべき課題の認識、要素としての知識やスキルの獲得、ワークショップやプロジ

ェクトを通じたそれらの統合化、専門研究やインターンシップでの実践による強化からなる“学修のスパイ

ラル”として組み立ており、一連の内容が紡がれて超域力として結実することを目指している。それらの中

でも、統合化や強化に関わる部分では、中核科目として、履修生数名からなる文理混成チームが社会課題

に挑み、課題発見・解決力を総合化する「超域イノベーション総合」を 3 年次に、現場に赴いて社会課題

に挑み、課題解決力を実践し、磨き上げる「超域イノベーション実践」を 4 年次に配置している。 

本プログラムには博士課程を有する全研究科への進学予定者が応募でき、知的体力を問う多段階方式に

より履修生を選抜しており、平成 28 年度の履修生 66 名は文理のバランスが取れた構成 (人文・社会系：

30 名、理工系：27 名、生命系：9 名) になっている。さらに、5 年一貫の博士課程に対して、コースワー

クの前期 2 年を Basic コース、後期 3 年を Advanced コースとして、2 年次末に、それまでのコースワーク

での達成度と研究進捗状況に基づく進級審査を課し、Basic コースから Advanced コースへの進級の可否を

判定する。そして、3 年次末の Qualifying Examination (QE) において、超域イノベーションを牽引する博

士候補生となり得るかを総合的に判定し、その後の発展的な学修と研究活動により、政財官民学界におい

てグローバルリーダーとなり得る博士人材を輩出しようとしている。 

【優位性】 

 本プログラムでは、大阪大学における様々な大学院改革の実績を“社会でトップリーダーとして活躍す

る博士人材”を輩出するという一点に集約し先鋭的な取組を実施し、さらに、その持続的な発展、次世代

の高等教育としての普遍的標準化という観点から本学の教育全般への展開を目指している。そのため、

部局を超えて横断的な新たな学術のインキュベーションを目指す未来戦略機構の第一部門として、プロ

グラム担当教員に限らず、幅広い教員が企画や運営等に参画して、全学体制により推進している。加え

て、国内外の多様なセクターとの相互理解と協力関係を築き、コースワークでは、実践家ならではの多

数の科目を組み込むなどして、博士課程教育のオープンイノベーションを目指している。 
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[公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コース
ワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、国際性あ
る研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなどについて、学
位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連携先機関があるも
のについては、それらも含めて記入してください。） 
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